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       2010 年 5 月 14 日  
 
報道関係各位  

 

2010年 3月期（第 2期）連結決算概況  
 
 

I.  当期の連結業績（2009年 4月 1日～2010年 3月 31日） 
 
 

1) 経営成績（単位：百万円）  

 当   期 前   期 対 前 期 増 減 率 

売上高 1,084,291 955,947 13.4% 

営業利益 98,481 91,520 7.6% 

経常利益 109,057 96,103 13.5% 

当期純利益  67,443 47,083 43.2% 

 

2) 財政状態（単位：百万円） 

 当   期 前   期 対 前 期 増 減 率 

総資産 1,458,375 1,298,789 12.3% 

純資産 948,456 863,815 9.8% 

自己資本比率 64.2% 62.3% - 

１株当たり純資産*
 1,964.

70
 36,005.

 26
 9.1% 

*  1株当たり純資産の単位：円   

*  当社は、2009年 6月 30日を効力発生日とし、当社普通株式を 1株につき 20株の割合をもって 

分割しました。 

  

3) キャッシュ・フローの状況（単位：百万円） 

 当   期 前   期 

営業活動によるキャッシュ・フロー 173,508 58,470 

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,014 △213,610 

財務活動によるキャッシュ・フロー △28,139 172,196 

現金及び現金同等物の期末残高 321,306 230,104 

  

4) 投資額（単位：百万円） 

 当   期 前   期 対 前 期 増 減 率 

研究開発費 151,848 135,900 11.7% 
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5) 連結範囲および持分法の適用に関する事項 
連結子会社数：65社 
持分法適用会社数：12社 

 
6) 連結範囲および持分法適用の異動状況 

連結子会社数（増加）： 9社 
  大塚ファーマシューティカルフランス SAS 
  岡山大鵬薬品株式会社 
  大塚チルド食品株式会社 
  群馬大塚食品株式会社 
  エムジーシー大塚ケミカル株式会社 

P.T.ラウタン大塚ケミカル 
大塚ケミカルインディア 

  ヘブロン S.A. 
  上海大塚食品有限公司 

 
連結子会社数（減尐）： 9社 

  大塚ベバレジ株式会社 
  群馬大塚食品株式会社 
  大塚化学ホールディングス株式会社 
  フィナンシエール ナルドベル SAS 他 5社 
 

II.  事業系統図（2010年 3月 31日現在） 

連結対象会社：親会社＋77社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大塚ホールディングス 

大塚製薬（100%） 
イーエヌ大塚製薬    大塚電子 

JIMRO     大塚アメリカファーマシューティカルズ 

クリスタルガイザーウォーターカンパニ－ 大塚ファーマシューティカル D&C 

ファーマバイト    大塚ファーマシューティカルヨーロッパ 

大塚ファーマシューティカルフランス SAS ニュートリシヨン & サンテ SAS 

エジプト大塚製薬    中国大塚製薬 

維維食品飲料    P.T.アメルタインダ大塚 

韓国大塚製薬         他、計 62社（連結対象） 

 

 

 大塚製薬工場（100%） 
ジェイ・オー・ファーマ  大塚テクノ   計 3社（連結対象） 

 

大鵬薬品工業（100%） 
岡山大鵬薬品                  計 2社（連結対象） 

 

 大塚倉庫（100%） 
大塚包装工業                  計 2社（連結対象） 

 

 

 

大塚化学（100%） 
大塚食品     大塚チルド食品 

エムジーシー大塚ケミカル   P.T.ラウタン大塚ケミカル 

大塚ケミカルインディア   ヘブロン S.A. 

上海大塚食品有限公司                 計 8社（連結対象） 
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III.  事業の経過及び成果  

当期の概況： 

（単位：億円） 

 当   期 前   期 対前期増減率 

売上高 10,842 9,559 13.4% 

 国内* 5,972 6,136 △2.7% 

 海外** 4,870 3,423 42.3% 

経常利益 1,090 961  13.5% 

当期純利益  674 470  43.2% 

* 親会社および国内連結対象会社の売上    ** 海外連結対象会社の売上 

 

 

当連結会計年度におけるわが国経済は、世界規模の景気後退の影響を受け、雇用情勢の

悪化や個人消費の落ち込み、デフレ経済の進行など、依然として先行き不透明な状況で推

移しました。 

このような経営環境下において、当社グループは革新的かつ独創的な製品を通じて世界の

人々の健康に貢献し続けることを使命と考え、グローバルに事業を展開しました。また、当社

は株式交換により大塚化学㈱を子会社化し、当社グループの経営基盤及び連携を一層強

化しました。 

その結果、当社グループの当連結会計年度の売上高は 1,084,291 百万円、営業利益は

98,481百万円、経常利益は 109,057百万円、純利益は 67,443百万円となりました。 

 

 

IV.  セグメント情報   

●医療関連事業 

                                    （単位：億円） 

 当   期 前   期 対 前 期 増 減 率 

売 上 高 7,159 6,778 5.6% 

 

治療薬の分野では、大塚製薬㈱の抗精神病薬「エビリファイ」（「ABILIFY」）が、順調に売上

を拡大しました。国内では、新剤形「エビリファイ内用液 0.1%」を 4月に発売し、治療選択肢

の拡大等により売上を伸ばしました。また、米国のブリストル・マイヤーズ スクイブ社との間

で、「エビリファイ」（「ABILIFY」）の米国での開発・商業化に関する契約期間を延長する契約

を 4月に締結しました。この契約に加えて、同社が開発した 2つの抗悪性腫瘍剤に関する提

携契約を締結し、がん領域における新たな協力関係を築きました。 

胃炎・胃潰瘍治療剤「ムコスタ」および抗血小板剤「プレタール」は、「ムコスタ」で国内におけ

る後発品の影響が懸念されましたが、両剤ともに情報提供活動の徹底により、業績は堅調

に推移しました。経口選択的バソプレシン V2受容体拮抗剤「SAMSCA」は、米国で 6月に発

売して順調に処方を伸ばしており、欧州でも 9月以降順次販売を開始しております。 
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大鵬薬品工業㈱においては、抗悪性腫瘍剤「ティーエスワン」の新剤形「ティーエスワン配合

顆粒」を国内で 6月に発売し、売上も順調に推移しました。「ティーエスワン」は、中国で 7月

に発売、シンガポールでは 8月に現地導出先の Pharmaforte社を通じて販売を開始し、海外

での展開を着実に進めております。還元型葉酸製剤「ユーゼル」は、錠剤を小型化し服用し

やすくすることで新規採用が進み、売上が拡大しました。 

また、H2受容体拮抗作用の抗潰瘍剤「プロテカジン」も引き続き順調に推移しました。β －ラク

タマーゼ阻害剤である「タゾバクタム」を配合した注射用抗生物質製剤「ゾシン」は、海外導出

先のファイザー社により世界 90カ国以上で販売され、国内では導出先の大正富山医薬品㈱

から販売され売上に寄与しました。 

臨床栄養分野では、㈱大塚製薬工場が世界で初めて 5種類の微量元素を配合した高カロリ

ー輸液用 糖・電解質・アミノ酸・総合ビタミン・微量元素液｢エルネオパ 1号輸液｣「エルネオ

パ 2号輸液」を 9月に発売し、業績に貢献しました。血液凝固阻止剤ヘパリンロック液なども

引き続き堅調な業績を示しました。 

診断薬の分野では、インフルエンザの流行の影響もあり、大塚製薬㈱のインフルエンザウイ

ルスキット「クイックナビ-Flu」の需要が大きく増加しました。 

これらにより、医療関連事業の売上高は 715,901百万円となりました。 

 

●ニュートラシューティカルズ関連事業 

                                                 （単位：億円） 

 当   期  前期参考値 *注 

売 上 高 2,469  2,179 

*注） 当期から事業セグメントを変更いたしました。上記の前期参考値は当期セグメントに基づく参考値です。 

 

大塚製薬㈱のバータイプの大豆栄養製品「SOYJOY」は、現在 7 カ国・地域で販売しており、

グローバル製品としての育成に努めております。国内では 4 月に「SOYJOY」バナナ Ca プラ

ス、9月に「SOYJOY」ブルーベリーを発売し、ラインアップを 11種類に拡充しました。 

「ポカリスエット」は、アジア諸国の新市場を開拓し海外でのブランド構築が着実に進展して

おり、特にインドネシアでの販売が順調に拡大しました。国内では 900ml ペットボトルにおい

て容器重量約 30%の軽量化を実現したエコボトルを 8 月に発売し、更なるブランド育成に注

力しました。 

バランス栄養食「カロリーメイト」ブロックでは、9 月に新アイテム「メープル味」を追加し、成果

を得ることができました。 

「肌の健康」をテーマにしたコスメディクス（健粧品）分野におきましては、全身スキンケアブラ

ンド「UL・OS」のラインアップを拡充、積極的なプロモーション活動によりブランド認知が向上

し、ユーザー数拡大につながりました。 

大鵬薬品工業㈱においては、主力製品「チオビタ」ブランドが、ドリンク市場の低迷が続く中、

積極的な営業活動により売上が伸長しました。 

これらにより、ニュートラシューティカルズ関連事業の売上高は 246,969百万円となりました。 
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●消費者関連事業 

                                                 （単位：億円） 

 当   期  前期参考値 *注 

売 上 高 501  519 

*注） 当期から事業セグメントを変更いたしました。上記の前期参考値は当期セグメントに基づく参考値です。 

 

大塚食品㈱では、カロリーコントロール食品「マンナンヒカリ」の市場拡大を図り、市販用及び

業務用での新規販売ルートを開拓して、売上に貢献しました。 

大塚ベバレジ㈱では、「シンビーノ ジャワティストレート」の市場定着を目指したマーケティン

グ活動を継続するとともに、「クリスタルガイザー」のブランド強化に努めました。 

この両社は、それぞれの強みを生かしたシナジー効果創出による更なる事業拡大を目指し、

1月に大塚食品㈱を存続会社として合併し、新生大塚食品㈱としてスタートしました。 

消費者関連事業の売上高は、長引く消費不振の影響を受け、50,113 百万円に留まりまし

た。 

 

●その他の事業 

                                    （単位：億円） 

 当   期 前   期 対 前 期 増 減 率 

売 上 高 713 300 137.2% 

 

2009年 7月 1日、大塚化学㈱は大塚ホールディングス㈱の完全子会社として新たなスタート

を切りました。大塚化学㈱では、機能化学品事業において、期後半より主要ユーザーである

自動車、電子部品等向けに需要の回復が顕著に見られ、通期ではほぼ前年並みの売上実

績を確保しました。ファインケミカル事業は、日本とインドのプラントの相乗効果によるコスト

ダウンを行い、引き続き堅調に推移しました。 

大塚倉庫㈱では、効率的かつ環境に配慮した物流に取り組みました。 

これらにより、その他の事業の売上高は 71,308百万円となりました。 

 

 

V.  研究開発の概況  

当社グループの研究開発活動は、世界の人々の健康に役立つ革新的な製品の開発を目指

し、疾病の予防、診断、治療、そして日々の健康の維持・増進を視野において活動していま

す。当連結会計年度における研究開発費は 151,848百万円です。 

（現在開発中の医薬品については別紙ご参照ください） 

 





















大塚グループ　開発品目一覧表

開発コード
または製品名

一般名 オリジン 薬効/分類 効能/剤型 国/地域 開発段階

その他領域

FRG-8813
（プロテカジン）

ラフチジン 富士レビオ H2受容体拮抗剤 逆流性食道炎/経口剤 日
承認

2010/3

P4
（バップフォー）

塩酸プロピベリン アポゲファ 尿失禁・頻尿治療剤 過活動膀胱/経口剤 日
承認

2009/12

CDP870

（CIMZIA＊）
セルトリズマブ
ペゴル

UCB PEG化抗TNFα 抗体 クローン病/注射剤 日 申請準備中

関節リウマチ/注射剤 日 Phase II/III

OPC-12759 レバミピド 大塚製薬 ムチン産生促進剤 ドライアイ/点眼剤  日 Phase III

米 Phase II

ACU-4429 アキュセラ
ビジュアルサイクル
モデュレーター

ドライ型加齢
黄斑変性/経口剤

米 Phase II

ONGLYZA＊ サクサグリプチン
ブリストル・マイヤーズ
スクイブ DPP-4阻害剤 2型糖尿病/経口剤 日 Phase II/III

OPC-67683 大塚製薬 抗結核薬 多剤耐性肺結核症/経口剤 グローバル Phase II

OPC-6535 テトミラスト 大塚製薬 抗炎症剤 クローン病/経口剤 日、韓 Phase II/III

慢性閉塞性肺疾患
（COPD）/経口剤

日、米、
中、韓

Phase II

TAC-201 明治乳業
スギ花粉症
ペプチド免疫療法剤

スギ花粉症/注射剤 日 Phase II

NST-141 日本新薬 抗そう痒剤
アトピー性皮膚炎に伴う
そう痒/外用剤

日 Phase I / II

診断薬

OMR-12200
（フェリセルツ）

クエン酸鉄
アンモニウム

大塚製薬 MRI用経口消化管造影剤 胆道膵管撮影/経口剤 日
承認

2010/3

ODK-0501
（ラピラン肺炎球菌）

肺炎球菌キット 大塚製薬
肺炎球菌感染症
診断補助剤

肺炎球菌感染症
診断補助/体外診断薬

日 申請中

ODK-0702
(ラピランHPスティック)

ヘリコバクターピロリ
抗体キット

大塚製薬
ヘリコバクターピロリ感染症
診断補助剤

ヘリコバクターピロリ感染症
診断補助/体外診断薬

日 申請中

ODK-0801
（WT1 mRNA測定キット）

ウイルムス腫瘍1遺伝
子（WT1）mRNAキット

大塚製薬
骨髄異形成症候群
診断補助・予後判定マーカー剤

骨髄異形成症候群
診断補助/体外診断薬

日 申請中

注１：　大塚グループでは、原則としてPhaseⅡ以上の臨床試験について開示していますが、抗がん剤等はPhaseⅠについても公開しています。
注２：　＊は海外での販売名

（2010年3月末時点）
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